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 ここまでご説明したことをおさらいしておきます。相場は上がる場合でも       下がる場

合でも       、Ｎ波動を描いていく。 
 
 つまり、相場は最低限、Ｎ波動が出ない限り終了しないということになるわけです。 
 今回は 9987 スズケンの日足チャートを使ってご説明します。 
 10 月 22 日に 3060 円まで下げたあともう一度切り返します。しかし、10 月 15 日の高値 3380 円

を越えることが出来ませんでした。 
 こうして先の高値を越えることが出来なかった場合は、反対に直近につけた安値を下回って来る可

能性が高いのです。とても大切なことですからこの事をよくご記憶下さい。 
 つまり、いずれは 10 月 22 日の安値 3060 円を下回る可能性が高い‥‥‥。 
 これによりＮ波動が出来上がるわけです。 
 相場は上がる場合でも下がる場合でもＮ波動を描いていく。     次回に続きます。 
                この件に関するお問い合わせは ０３－３６６９－５０２２    

（無料ﾃﾚﾌｫﾝｻｰﾋﾞｽですお気軽に）やさしいチャート教室 03－3669－5552 
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このレポートは投資の判断となる情報の提供を目的としたものです。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断でなさるように

お願い致します。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 
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